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「２００８　夏！
  体験ボランティア」 参加者募集！
　今年も、施設や団体のご協力をいただきながら、
　夏ボラを開催します。
　この夏は、普段と違う自分を発見できるカモ…!?
　詳しくは、折込の「夏！体験ボランティアプログラム」  
    をご覧ください。
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 ＜昨年の様子＞



新
潟
県
三
条
、
小
千
谷
地
域
を
訪
れ
、
現
地
の
民
生

委
員
か
ら
被
災
時
の
体
験
談
を
聞
く
な
ど
、
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
み
で
成
し
得
る
こ
と
で
は
な
く
、

行
政
を
含
め
た
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
そ
の
連
携
の
中
で
は
じ
め
て
成
し

得
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
災
害
に
備
え
た
活
動
と
し
て
、　

①
要
援

護
者
の
安
否
確
認　

②
安
全
な
避
難
救
済
の
た
め
の

情
報
把
握　

③
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
が
、

民
生
委
員
の
行
う
べ
き
中
心
的
課
題
で
あ
る
と
結
論

づ
け
、
第
３
民
児
協
で
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
担
当

す
る
地
域
の
要
援
護
者
が
一
目
で
分
か
る
マ
ッ
プ
作

り
の
取
り
組
み
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
作
り
の
作
業
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
進
め
ら
れ
、

・
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
「
赤
の
半
円
」
、

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
「
赤
丸
」
、

・
70
歳
以
上
の
日
中
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
「
黄
色
の
丸
」
、

・
障
害
者
は
「
緑
丸
」
、

・
寝
た
き
り
の
方
が
い
る
世
帯
は
「
青
丸
」

と
地
図
の
上
に
要
援
護
者
の
目
印
と
し
て
カ
ラ
ー

シ
ー
ル
を
つ
け
ま
し
た
。

  

作
業
し
て
い
く
中
で
、
一
戸
建
て
の
住
宅
へ
は
問

題
な
く
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
団
地
や
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
標
記
に
問
題
が
生
じ
る
等
、
そ
の
都

度
工
夫
を
凝
ら
し
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
幼
児
家
庭
や
母
子
家
庭
な
ど

の
要
援
護
者
の
項
目
を
作
り
、
改
善
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
お
り
ま
す
。

  
現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
全
国
で

「
23
万
人
」
お
り
、
埼
玉
県
下
で
は
、「
約
１
０
，

０
０
０
人
」、
坂
戸
市
で
は
現
在
、「
１
４
７
人
」
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
坂
戸
市
で
は
、「
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
央

第
１
、
中
央
第
２
、
中
央
第
３
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
「
民

生
委
員
協
議
会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
活
動
と
し
て
は
、
民
生
委
員
活
動
の

信
条
に
『
私
た
ち
は
、
常
に
地
域
社
会
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
に
努
め
、
誠
意
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に
努
め
ま
す
』

と
あ
る
よ
う
に
、
平
素
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
直
面
す
る
悩
み
や
問
題
を
的

確
に
把
握
し
、
問
題
解
決
へ
向
け
て
支
援
し
、
自
立

す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

近
年
、
地
域
に
は
、
児
童
や
高
齢
者
の
虐
待
、
一

人
暮
ら
し
の
孤
独
化
、
詐
欺
的
行
為
な
ど
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
顕
在
化
し
、
支
援
を
図

る
た
め
の
研
修
や
会
議
を
持
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
の
継
続
は
、
最

も
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
民
生
委
員
制
度
の
源
は
、
既
に
90
年
前

（
大
正
６
年
）
に
遡
り
本
年
が
、「
民
生
委
員
制
度
創

設
90
周
年
」
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
記
念
事

業
と
し
て
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発　

災
害
時
に

一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
を
18
年
度
の
４
月
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
支
援
を
テ
ー

マ
に
全
国
一
斉
活
動
に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』
の
取

り
組
み
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
お
手

伝
い
が
で
き
る
か
勉
強
会
を
開
き
、
坂
戸
市
で
は
、

「
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
地
域
と
、
ま
だ
立

ち
上
げ
て
い
な
い
地
域
」、「
鶴
舞
地
区
の
よ
う
に
全

国
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
な
防
災
意
識
が
非
常

に
進
ん
だ
地
域
」
が
あ
る
等
、
地
域
自
主
防
災
組
織

と
民
生
委
員
の
関
係
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
単
位
民
児
協
ご
と
に
地
域
の
実

情
を
見
極
め
、
支
援
方
法
を
研
究
し
な
が
ら
、
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
年
度
・
19
年
度
の
坂
戸
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
全
体
研
修
会
の
中
で
も
、
『
防
災
』
を

中
心
と
し
た
勉
強
会
を
重
ね
、
中
越
地
震
の
被
災
地
、
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感
じ
る
た
め
に…

会費
8,600,000円
（25％）

寄付金
2,500,000円
（8％）

補助金
540,000円
（2％）

受託金
9,719,000円
（29％）

共同募金
配分金

10,427,000円
（30％）

事業収入
1,589,000円
（4％）

その他
545,000円
（2％）

収　入
33,920,000円
（100％）

事務費
5,293,000円
（16％）

事業費
11,681,000円
（40％）

助成金
3,540,000円
（10％）

共同募金
配分金

10,098,000円
（30％）

貸付事業費
750,000円
（2％）

その他
2,558,000円
（2％）

支　出
33,920,000円
（100％）

※人件費は除く

平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算

はんど to はんど � はんど to はんど� 

　

坂
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉

推
進
の
目
的
を
具
体
化
す
る
た
め
、「
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
に
、
社
協
役
員
、
自
治
会
、

民
生
委
員･

児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

関
係
者
、
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
等
と
の
連
携
強

化
に
努
め
、
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
児
・
者
等
の

要
援
護
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
福
祉
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
市
民
活
動
が
進
展
し
、
補
助
金･

受
託
費
等

の
見
直
し
が
進
む
中
で
、
自
主
財
源
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
事
業
点
検
を
含
め
て
活
動
の
見

直
し
を
行
い
、
人
材
や
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
公
益
性
や
公
共
性
の
高
い
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
社
協
が
培
っ

て
き
た
実
績
と
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
で
、
各
種
団
体
等
と
も
積
極
的
な
協
働
・
連

携
を
図
り
、
新
し
い
事
業
内
容
の
研
究
や
市
民

意
見
を
反
映
さ
せ
た
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
す
る
な
ど
、
生
活
支
援
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

な
お
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備

と
し
て
、
組
織
体
制
の
充
実
と
地
域
住
民
の
参

加
を
得
て
、「
共
助
」
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

１　

法
人
運
営
事
業

　

役
員
会
、
各
種
委
員
会
で
審
議

い
た
だ
い
た
結
果
を
事
業
に
反
映

さ
せ
、
健
全
な
法
人
運
営
と
事
業

内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

　
「
社
協
の
基
盤
強
化
の
推
進
」
と

し
て
、
収
益
事
業
の
調
査
研
究
及

び
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

２　

企
画
・
広
報
事
業

　

地
区
別
説
明
会
、
広
報
紙
「
は

ん
ど
to
は
ん
ど
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
「
社
協
活
動
の
理
解

と
浸
透
」
を
図
り
な
が
ら
、
社
協

会
員
数
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

３　

地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
や
車
椅
子
・
移
送
車
貸

出
事
業
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
訓
練
、
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
等
、
日
々
の
暮
ら
し
に

密
着
し
た
事
業
を｢

安
心
・
安
全

な
地
域
生
活
」
を
目
標
に
実
施
し

ま
す
。

４　

相
談･

支
援
事
業

　

障
害
者
や
高
齢
者
の
権
利
擁
護

や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
「
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
」
体
制
の
強
化
、
新
た

な
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
生

活
支
援
等
、
地
域
が
求
め
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
事
業
展
開
を
図

り
ま
す
。

５　

さ
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

　
「
坂
戸
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」か
ら「
さ
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に
改

称
し
、
福
祉
分
野
以
外
の
団
体
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
連
携
及
び

協
働
を
呼
び
か
け
各
種
事
業
を
展

開
し
、
機
能
拡
大
と
内
容
充
実
を

図
り
ま
す
。

６　

さ
か
ど
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
事
業

　

住
民
参
加
型
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
し
て
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
生
活
機

能
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
20
年
度 

社
会
福
祉
法
人

 

坂
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

基　

本　

方　
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平
成
20
年
度 　

事
業
計
画

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
と
共
に
住
民
主
体

の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。

　

自
主
性
を
持
っ
た
公
共
性
の
高
い
組
織
で
、
全

国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
様
々
な
地
域
福

祉
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
地
域
性
を
尊
重

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
と
と
も
に
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
華

や
か
で
も
な
く
、
ま
た
、
す
ぐ
に
効
果
が
見
え
る

も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
必
ず
地
域
の
福
祉
力
は
高
ま
り
、
個

性
あ
る
自
治
が
根
付
く
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
は
、
単
に
サ
ー

ビ
ス
の
充
足
や
行
政
の
請
負
の
た
め
で
は
な
く
、

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
、
新
た
な
自
治
を
生
み
出

し
、
住
民
の
地
域
生
活
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
財
源

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
や
公
私
の
社
会
福

祉
関
係
者
に
支
え
ら
れ
た
民
間
団
体
で
あ
り
、
事

業
自
体
も
「
公
益
性
」
の
高
い
事
業
・
活
動
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
か
ら
の
委
託
事
業
費
の
他
、

事
業
収
入
、
住
民
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
収
入
や
寄

付
金
等
が
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。



URL http://www.sakado.or.jp

どうぞ
ご利用
下さい｡

愛され親しまれる商工会愛され親しまれる商工会
皆様とと

もに未来へ歩む

法律上の問題等ご相談に応じます (簡裁訴訟代理認定司法書士 )

E-mail : fujinawa＠fujinawa.jp
049-281-8585

電話 049 (283）7851

～ お ま か せ く だ さ い ～

相続登記 不動産登記 会社登記

藤縄司法書士事務所
至川越至川越

パチンコ コンビニ

三井住友
銀行

東武東上線東武東上線

ココです
公園公園

ラーメンラーメン

社会福祉法人プラモウト・サークルクラブ

特別養護老人ホーム 坂戸サークルホーム
高齢者福祉の推進が当施設の願いです

長期入所・短期入所・通所介護 (デイサービス )長期入所・短期入所・通所介護 (デイサービス )
坂戸市石井1684　坂戸市総合運動公園隣接

皆様の会費が
　社協活動を支えています

　福祉車両および
車いすをご利用の
皆様には特別会員
のご協力をお願い
　しています。

広　告 広　告
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平成20年度
坂戸市社会福祉協議会 平成20年度　社会福祉法人坂戸市社会福祉協議会理事・監事・評議員紹介

理事　１５名　　　（任期　平成21年６月５日まで）
 氏　　名　　　　選　出　区　分
 1 伊 利　　  仁 市　　長
 2 齋 藤　　  博 社協会員代表（三芳野）
 3 安 野　　  昇  　　〃 　 （勝　呂）
 4 永 井 　好 弘  　　〃 　 （坂　戸）
 5 平田   嘉一郎  　　〃 　 （入　西）
 6 鹿 山 　辰 雄  　　〃  　（大　家）
 7 横 田 　新 造 地区住民代表（市区長会長）
 8 土 屋 　正 道  　　〃　  　（北坂戸）
 9 渡 邉 　春 雄  　　〃     　（第一住宅）
 10 後 藤 　信 義  　　〃     　（西坂戸）

評議員　４４名　  （任期　平成21年５月24日まで）
 氏　　名　　　　選　出　区　分
 1 正 木喜久男  会員代表  （三芳野）
 2 井 上　 　 清   　〃 （　 〃　）
 3 福 田　 　 修  　〃 （　 〃　）
 4 市 川 　清 茂  　〃 （勝　呂）
 5 安 野 　司 郎  　〃 （　 〃　）
 6 林　　  和 夫  　〃 （　 〃　）
 7 市 川　 當 祥  　〃 （　 〃　）
 8 新 井 　　 直  　〃 （坂　戸）
 9 髙 田 　開 造  　〃 （　 〃　）
 10 山 内　　  寛   　〃 （　 〃　）
 11 安 斎    政 光  　〃 （　 〃　）
 12 中 村    利 彦  　〃 （　 〃　）
 13 小 峰    禄 郎  　〃 （入　西）
 14 小 川    忠 臣  　〃 （　 〃　）
 15 清 田　 　 生  　〃 （　 〃　）
 16 新 井    國 音   　〃 （大　家）
 17 石 井    秀 明  　〃 （　 〃　）
 18 島 田　 知 良  　〃 （　 〃　）
 19 恒 川　 　 勝  　〃 （　 〃　）
 20 杉 本 　好 司  住民代表 （北坂戸）
 21 後 藤    幸 吉  　〃 （　 〃　）
 22 岡 部 　貞 夫  　〃 （西坂戸）

  氏　　名　　　　選　出　区　分
 23 澤 木 　初 江 住民代表 （西坂戸）
 24 吉 田    武 士  　〃　　 （第一住宅）
 25 木 村 　敏 雄  　〃　　 （東坂戸）
 26 杉 浦    政 子 民生委員･児童委員代表
 27 芹沢   喜枝子   　〃
 28 岡 田 　陽 子  　〃
 29 鈴 木 　富 子 福祉団体代表（赤十字奉仕団）
 30 宮 﨑 　公 二  　〃 (けやき親睦会)
 31 綿 貫 　昌 子  　〃 (保護司会)
 32 長 岡 　常 一  　〃 (身体障害者福祉会)
 33 笠松   ひろ子  　〃 (手をつなぐ親の会)
 34 山 崎    節 子  　〃 (更生保護女性会)
 35 栗 原 　直 二  　〃 (聴力障害者の会)
 36 新 免 　啓 子  　〃 (母子寡婦福祉会)
 37 丸 山    定 子 ボランティア代表(あしたば)
 38 奥 平    マ キ  　〃 (あいの会)
 39 平田   金次郎 施設代表(シャローム・ガーデン坂戸)
 40 亀 田　 康 好 農協代表
 41 井 上    勝 司 商工会代表
 42 東　　　　成 医師会・歯科医師会代表
 43 中 島 　憲 一 副市長
 44 武 藤 　和 親 教育関係者

 氏　　名　　　　選　出　区　分
 11 青 木　　  繁 地区住民代表（東坂戸）
 12 鈴 木　 　 曄 民生委員・児童委員協議会
 13 髙 田喜代子  　　　　〃　　
 14 山 崎　　  肇 福祉団体代表（老人クラブ連合会）
 15 髙 橋　清 江 行政職
   
監事　３名　　　　　（任期　平成21年６月５日まで）
 1 依 田 　い く 民生委員・児童委員協議会
 2 末 森 　克 彦 福祉団体代表（NPO法人ケアぴーぷる）
 3 木 村　 栄 一 経営管理・会計等の知識を有する者  

～ 広　告　募　集 ～
ご覧の「はんど to はんど」へ掲載する広告を募集しています。

　◆掲載方法　　年 4 回発行「はんど to はんど」へ掲載

　◆掲載規格　　縦 50㎜×横 90㎜

　◆掲載料金　　1 号につき　1 区画　15,000 円

＊その他詳細は、本会窓口配布の「社会福祉法人坂戸市社会福祉

　協議会有料広告取扱要綱」のとおりです。

【申込み・問合せ】　社会福祉協議会　☎２８３ー１５９７ まで

会員加入の
　　お願い

●会　　員	 市内に在住・在勤の方、法人及び団体
●会　　費	 (1) 個人会員	 	
	 	 正 会 員	 ３００円 以上
	 	 特別会員	 １，０００円 以上
	 (2) 法人会員　 	 	
	 　　　	 	 ５，０００円 以上
	 (3) 団体会員　 	 	
	 　　　	 	 ５，０００円 以上
●募集期間	 平成２０ 年６月１日　以降随時受付
●振 込 先 	いるま野農協 坂戸支店

　　　　　　　普通預金口座　№２００９３３２ 

　　　　　　　坂
さ か ど し

戸市社
しゃかいふくし

会福祉協
きょうぎかい

議会会
かいちょう

長　伊
い り

利　仁
ひとし

    

＊ご一報いただけましたら、振込用紙をお送りします。
	

地域での福祉事業をすすめていくには、皆
様の会費が大きな財源となります。
　　「福祉のまちづくり」を推進する社会福祉
協議会をご理解いただき、本会会員にご加入

くださいますよう、お願いいたします。
　毎年、６月・７月は会員募集の強化月間です。

各家庭には、地区の福祉委員さん、班長さんがお伺い
しますので、よろしくお願いいたします。

（地区によっては区費等から一括納入していただいているところも
あります。）



さかどボランティア・市民活動センター
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心心
出張
   　配ごと相談所

  　　開設時間     　　　開　　設　　月　　 
 開　設　場　所 　
  午前９時～12時 ７月 ８月 ９月 １０月

三 芳 野 公 民 館  第１火曜日  1日（火） 5日（火） 2日（火） 7日（火）
勝 呂 公 民 館 第２水曜日 9日（水） 13日（水） 10日（水） 8日（水）
北 坂 戸 出 張 所  第３木曜日 17日（木） 21日（木） 18日（木） 16日（木）
入 西 公 民 館 第４金曜日 25日（金） 22日（金） 26日（金） 24日（金）
大 家 公 民 館 第２月曜日 14日（月） 11日（月） 8日（月） ー　　
西坂戸自治会館 第３水曜日 16日（水） 20日（水） 17日（水） 15日（水）
 （開設日が祝日の場合は、お休みです）

【現金の部】
・坂戸市くらし展ふろしき市　 …………………… 4,640 円

・坂戸キリスト教会 ……………………………… 200,000 円

・坂戸市くらしの会くらし展 甘酒チャリティー 1,634 円

・三芳野サッカースポーツ少年団 ………………… 1,000 円

・坂戸市民チャリティマラソン実行委員会 ………83,486 円

・勝呂ダンススポーツ倶楽部 ………………………30,000 円

・山田　武紀 ………………………………………… 2,000 円

・南藤千鶴チャリティショー　神山　信子 ………46,071 円

・NPO法人　坂戸市学童保育の会 ………………74,113 円

・新町婦人カラオケ会 ………………………………34,482 円

・坂戸カラオケ愛好会 ……………………… 11,662 円

・女性センターまつり実行委員会 …………………39,224 円

・平成１９年度城山公民館講座受講生一同 ……… 1,175 円

・坂戸市商工会 ……………………………………… 3,335 円

・ジョイフルダンス ………………………………… 5,000 円

・蕎麦の会 …………………………………………… 9,963 円

・東坂戸桜まつり実行委員会 ………………………23,742 円

・齊藤　順子 ………………………………………… 5,000 円

・坂戸双葉山草会 …………………………………… 8,020 円

・川越露商組合 ………………………………………50,000 円

・浅羽野ダンスクラブ ………………………………30,000 円

・匿名（９件） …………………………………… 281,528 円

　皆さんからの善意 　

＊ありがとうございました＊

あなたの＂心＂元気ですか？～
　悩みごとや困りごとで、心がチョット苦しくなってきた時、気軽に
相談できる窓口です。相談まで少しお待ちいただくこともありますが、
予約の必要もなく無料で相談できますので、ご利用ください。

平成２０年２月１日から５月３０日まで ( 順不同・敬称略 )

　さかどボランティア ･市民活動センターでは、すでに消印が押され、紙がついたままの
使用済み切手を回収しています。回収された使用済み切手は、ボランティアさんによって
整理され、視覚障害者老人ホーム「ひとみ園」の運営資金へと役立てられます。
　お近くの、「使用済み切手回収箱」までお願いいたします。

使用済み切手回収箱 が あなたの身近な場所に！

設置ご協力ありがとうございました！

＜回収箱設置場所＞

・市役所　・各出張所　・各公民館　・勤労女性センター
・中央図書館　・坂戸市文化会館　・文化施設オルモ　
・坂戸郵便局　・坂戸森戸郵便局　・西坂戸三郵便局　
・東坂戸団地内郵便局　・坂戸仲町郵便局
・ＪＡいるま野坂戸中央支店、宮町支店、大家支店

坂戸市ボランティアセンター から さかどボランティア・市民活動センター へ !!

さかどボランティア・市民活動センター
マスコットキャラクター

ボランくん＆ティアちゃん

　坂戸市社会福祉協議会の坂戸市ボランティアセンターは、こ
れまで行ってきた福祉ボランティア等との連携や支援を充実さ
せるため、ＮＰＯや福祉以外の分野の活動団体、企業等との連
携を強化し、『福祉のまちづくり』の推進に向け、平成20年
4月より「さかどボランティア・市民活動センター」に名称を
変更しました。
　これからも、ふだんの　くらしの　しあわせ　について
共に考え、支援するセンターを目指して参ります。
　今後ともご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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　　　　ボランティア募集

１　涼を求めて黒山三滝へ
  「元気な亀さん」で暮らす方たちと、一緒に出
かけるボランティアを募集します。
　積極的に活動へ取り組んでいただける方、お待
ちしています。
日　　時　　7月 26日（土）　9：00〜 16：00
場　　所　　元気な亀さん（小山）発→黒山三滝（越生町）
定　　員　　５名（中学生以上）
申 込 先　　元気な亀さん　瀧本
　　　　　　☎２８９－１６６０       

２　第二福祉作業所ボランティア募集
　作業所で草木染め、藍染を教えてくださる方を
募集しています。
日　　時　　毎週月曜日　１３：３０～１５：００
場　　所　　坂戸市立第二福祉作業所（石井３０９－３）
申 込 先　　第二福祉作業所　髙橋
　　　　　　☎２８３－５０４４

３　やまぶきの郷　納涼祭ボランティア募集
　納涼祭での車いす介助や見守り、模擬店のお手
伝いをお願いします。
日　　時　　７月 26日（土）　16：00〜 19：00
場　　所　　やまぶきの郷（多和目 330）

＊車で来所の方は事前に連絡をお願
いします。

定　　員　　２０名（中学生以上）
持 ち 物　　上履き
申 込 先　　やまぶきの郷　弓削田・関口
　　　　　　☎２８７－１１５５

４　毛呂山養護学校ＰＴＡ夏祭り
  夏祭りのテント張りや、販売、ゲームコーナー
にご協力いただける方お持ちしています。
日　　時　　7月 20日（日）　14：30〜 16：30
場　　所　　県立毛呂山養護学校（毛呂山町）
定　　員　　５名
持 ち 物 　 上履き
申 込 先　　県立毛呂山養護学校　担当：宮下
　　　　　　☎２９４－７２００ 

５　ぽてと工房ボランティア募集
　ハンディをもつ若者たちと一緒に、週に１回
クッキー作りをしませんか？
日　　時　　毎週月・水・木曜日  １３：３０～１５：３０
場　　所　　ぽてと工房（千代田４－６－２３）
申 込 先　　ぽてと工房　小泉・秋田
　　　　　　☎２８３－４２９４

　　　　　交流・集う

６　“あゆみ”じゃがいも収穫祭へ来ませんか？
　収穫したじゃがいもをふかして、楽しくおしゃ
べりしながら、味わいましょう。
日　　時　　6月 22日（日）　9：00〜 11：00
場　　所　　あゆみ農園（坂戸市石井）
定　　員　　５０名（年齢問わず）
参 加 費　　500 円
申 込 先　　あゆみ　篠田　
　　　　　　☎２８１−８６４４

７　「介護施設で出会った紙芝居」
　遠山昭雄 氏を講師にお招きし、さまざまな場
面で活用されている紙芝居のご紹介をします。
どうぞ、ご参加ください。
日　　時　　6月 28日（土）　13：30〜 16：00
場　　所　　文化施設「オルモ」情報研修室
定　　員　　５０名
参 加 費　　一般 １，０００円　　高校 ･大学生 ５００円
問 合 先　　あじさいの会　井出　
　　　　　　☎・4 ２８４－４１３６

８　“歌ってあそぼ！”へおいでよ！
　いつもの遊びに飽きてきてしまったお母さん
とお子さん、子どもから元気パワーをもらいた
い高齢の方。来てみませんか？（出入り自由）
日　　時　　7月 15日（火）　10：00〜 11：30
場　　所　　文化施設「オルモ」情報研修室
参 加 費　　２００円
申 込 先　　ボランティア・市民活動センター
　　　　　　☎２８３－１５９７

　　　　学　ぶ

９　ホームヘルパー２級養成講座のお知らせ
  応募要領等の資料は、育心会ホームページよ
りダウンロードまたは、返信用封筒（宛名記名、
８０円切手添付）を同封の上郵送にて請求して
ください。
日　　時　　８月１７日（日）～１２月２１日（日）
　　　　　　 （11 月 2日を除く毎週日曜日）
　　　　　　・他実習３日有り
場　　所　　社会福祉法人　育心会
　　　　　　（毛呂山町市場１０９５）
定　　員　　３０名　定員を超えた場合は選考
参 加 費　　３５，８００円　（テキスト代別）
応募締切　　７月１０日（木）まで
申 込 先　　育心会 研修センター
　　　　　　☎２９５－７４０２
　　　　　　4２９５－９７２１

　　　 　イベント

10　成人式の着物を募集しています
　２年前に埼玉育児院を卒業した子供たちが、
今年成人式を迎えます。着物を譲ってくださる
方のご連絡をお待ちしています。
連 絡 先　　児童養護施設　埼玉育児院
　　　　　　（川越市笠幡 4904）柴山・松浦
　　　　　　☎２３１−２１０７

11　紙すきハガキで手紙を書きませんか？
　障害者施設「デイケアほのぼの」で作成した、
牛乳パック１００％の手すきハガキを無料で配
布します。心を込めて作ったハガキを、ぜひお
使いください。
配布日時　　６月１７日（火）～ （無くなりしだい終了）
場　　所　　坂戸市社会福祉協議会　窓口
配 布 数　　50セット（お一人様１セット限り

とさせていただきます）
問 合 先　　デイケアほのぼの　北原　
　　　　　　☎２８９－４０４５

　　　　助　成

12　みずほ福祉助成財団「社会福祉助成金事業」
対　　象　　障害児・者に関する事業及び研究で、先

駆的・開拓的事業及び研究する法人施設、
団体、共同作業所等又は研究グループ

助成金額　　①事業助成１件 15万円〜 100 万円
　　　　　　②研究助成１件 200 万円以内
申込期限　　７月末日必着
申込方法　　財団へ資料請求するかホームペー

ジより申込用紙をダウンロード
し、財団事務局へ直接送付

問 合 先　　㈶みずほ福祉助成財団
〒100-0004　東京都千代田区大手町 1-5-4　
☎ 03－3201－2442
4 03－5252－8660
http://www.homepage3.nifty.com/mizuhofukushi

　　　     ボラ ･ 市民活動センターからのお知らせ

13　ボランティアサロン
　毎月、第４木曜日はボランティアの日とし、
ボランティア活動に関する相談を行っていま
す。情報交換や仲間作りの場としてもご利用く
ださい。
場　　所　　ボランティアビューロー
　　　　　　（コミュニティセンター内）　
時　　間　　9：00〜 15：00
＊６月のボランティアサロンは、お休みです。

　ボランティアに関する相談は・・・
さかどボランティア・市民活動センター
　　　　　　　　  ☎2 8 3 – 1 5 9 7  

2 8 9 – 3 9 1 1

CLIP BOARD
クリップボード



長い会社生活から地域社会に戻られたシニア世
代の方、これからこそが あなたの本領発揮です。
仕事で培った技術、知恵を活かして地域活動に
参加しませんか。

発行／社会福祉法人 坂戸市社会福祉協議会　　〒 350-0292　坂戸市千代田一丁目１番１号
◇市内65歳以上の高齢者　18,120 人　男 8,584 人　女 9,536 人　高齢化率 18.1％　（５月１日現在）

はんど to はんどは、再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

日　　時　　７月10日（木）午前１０時30分～１時
場　　所　　老人介護保健施設すみよし
内　　容　　施設見学、昼食会
定　　員　　２０名（先着順）
参 加 費　　６００円（昼食代）

　あなたの地域にある『福祉施設』は、どんな方がどんなことをしていてるか…
ご存じですか？　同じ地域で暮らすのだから、施設の食事を食べながらお互いを
知り合えたらいいですね。

　   第 １ 回
老人介護保健施設 すみよし

＜申込先＞
さかどボランティア・
市民活動センター
☎ ２８３－１５９７

施 設 見 学
会

よ
う こそ地域へ！ お父さん出番です〜

はんど to はんど 12 

気の合う仲間みぃつけた！気の合う仲間みぃつけた！気の合う仲間みぃつけた！

日　　時： 6 月 29日（日） 午後 2時～ 4時 30分
会　　場： 坂戸市文化施設 オルモ　2階ギャラリー（北坂戸駅東口前）
　　　　　 ＊来場は公共交通機関をご利用ください
対 象 者： “このまちが、団塊・シニア世代が活き活きと暮らしていける地域で　
　　　　　   あればいいな”と思う方なら、年齢・性別を問わず、どなたでも　
　　　　　   参加できます
内　　容：・講演 『地域の志民を目指して』 吉永鴻一氏
                  （シニア世代の地域デビューイベントを全国展開中）
      　　　・すでに地域活動に取り組んでいる仲間達の紹介
      　　　・交流パーティー
定　　員： 50 名程度
参 加 費： 500 円 ( 飲食料含む )
       　　　家族割（二人目以降 400円）
申 込 み： さかどボランティア・市民活動センター

         　　 電話 283-1597   ファックス 289-3911
         　　 ｅメール  shakaifu@mb.jnc.ne.jp

主催　さかどボランティア・市民活動センター
主管　お父さんお帰りなさいパーティー in 坂戸 世話人会

よ
う

よ
う

よ
こそ地域へ！ お です〜〜〜

お 父さん お帰
りなさいパーティー in 坂

戸〜
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